
1212
20252025

No.348

津別町との意見交換会
日時：令和７年11月21日（金）
場所：ＪＡつべつ役員会議室



　11月21日（金）ＪＡ役員会議室にて、津別町との意見交換会を開催致しました。この取組は、津別農業の発展と
農業生産振興を強化する目的として毎年開催されています。
　今年度は、下記の６点について重点に意見交換を実施しました。
　特に高齢化と労働力不足における農業の省力化と生産性向上にはスマート農業の導入が不可欠となっており、国の
施策でも積極的な後押しを進めています。又、堆肥販売については、地域農業の資源循環と環境保全を目的に運営し
て参りましたが、近年の農業情勢の悪化や資材価格の高騰、更には堆肥運営経費の上昇している中で、堆肥利用者の
減少により導入支援や堆肥購入に伴う助成をお願いしました。最後に熊被害が拡大した場合の迅速な対応のため猟友
会事務局の役場内設置について次年度の継続課題として進めることを確認しました。
【主な意見交換事項】
　①情報通信環境整備対策事業（通信不感地帯）について
　②次期道営畑総事業受益者負担軽減措置について
　③堆肥販売に関する現状と助成のお願いについて
　④高温干ばつの影響による支援について
　⑤畑総かんがい事業について
　⑥鳥獣被害防止対策事業について
【津別町より提案事項】
　①ふるさと納税（玉葱・馬鈴薯）の確保について
～出席者は以下の通り～
【津別町】佐藤町長・伊藤副町長
【津別町議会】鹿中議長
【農業委員会】巴会長
【津別町役場】石川産業振興課長・渡辺産業振興課長補
佐・成田農政係長・上原農政係主任
【ＪＡ】佐野組合長・岡本常務・安部職務代行・中西参
事・久保部長・中川部長・長岐部長

津別町との意見交換会を開催！

　11 月１日（土）㈱北海道畜産公社 十勝工場において、一
般社団法人 ジェネティクス北海道主催による第 22 回ジェ
ネティクス北海道黒毛和種枝肉共励会が開催されました。
　この共励会は、年に１回開催される同団が所有する種雄
牛を父に持つ肥育牛の枝肉共励会で、道内各地から一般牛
の部 67 頭・後代検定牛 34 頭の計 101 頭の出品される中、
一般牛の部（去勢）に出品された迫田　隆氏の出品牛が審
査の結果、最高位である「名誉賞」を受賞されました。
　つべつ和牛は、赤身のうま味と資質の甘さが絶妙な美味
しい牛肉です。「安心・安全」美味しさのためにトレサビリ
ティシステムによる情報管理された牛を飼育し、牧場内の
衛生管理と牛の健康管理を徹底し、ストレス軽減を重視し
丹精込めて育てています。
　第 22回　「名誉賞」　受賞枝肉　迫田　隆　氏　出品
　　「迫田９３７２５」号　父：Ｈ黒－３１３　北美津久　
　　Ａ－５　去勢　枝肉重量 515kg　　ロース心 92
　　BMS12　　枝肉単価　2,810 円
・審査委員　
　審査委員長　公益社団法人　日本食肉格付協会　北海道支所
　　　　　　　　帯広事業所　所長　　　　　　　由良　強　氏
　審査委員　　一般社団法人　北海道酪農畜産協会
　　　　　　　　家畜登録改良部　部長　　　　　岸　大輔　氏
　　　　　　　ホクレン農業協同組合連合会
　　　　　　　　畜産販売部ビーフ課　課長補佐　鈴木涼平　氏

第２２回 ジェネティクス北海道黒毛和種枝肉共励会！

迫田　隆氏　最高位「名誉賞」を受賞する !!
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　オホーツク管内ＪＡによるコンプライアンス研修会が、11月
５日（水）Web開催にて、２部制により開催されました。
　当ＪＡは、全体で33名の出席のもと下記の研修内容により重
要性を再確認しました。
※研修内容
　①コンプライアンス総論・個人情報保護の留意点について
　　講師：ＪＡ北海道中央会　北見支所
　②情報セキュリティの留意点について
　　講師：ＪＡ北海道情報センター　道東営業所
　③インサイダー取引規制・マネーロンダリング対策について
　　講師：ＪＡ北海道信連　北見支所

令和７年度 オホーツクＪＡコンプライアンス研修会を開催！

　津別町農業労働力支援協議会（佐野会長）は、11 月
26 日（水）に７法人 11 名の会員の出席のもと雇用改正
強化研修会を開催しました。
　佐野会長の挨拶の後、㈱ノースエイム 宮村昌吾 氏より、
雇用体制強化事業の説明及びＰＲ動画を視聴しました。
　研修セミナーとして①農業の雇用環境整備の重要性に
ついて、社会保険労務士の（鶴木氏・本波氏）よりスタッ
フの募集・労働契約・労働条件に関する基準等の説明　
②農業版人事評価制度導入による人材の定着化について

（宮村氏）より人事評価システムの開発・人事評価制度構
築の流れを詳細に説明を頂きました。
　最後に参加７法人の就業規則等の作成に向けて、宮村
社長による個別ヒヤリング 12/2 ～ 12/4 に実施し、その
後、社会保険労務士の４名を貼り付けし進めることを確
認しました。
　人事評価制度の導入については、今回、津別農業の実
態等を考慮した中で作成し、導入する判断は各法人で判断し進めることとした。

雇用体制強化事業（就労条件改善タイプ）キックオフ会議！

雇用体制強化研修会を開催する !!

JAつべつ青年部活動をSNSページにて随時更新中です！
是非ご覧下さい！Facebook、Instagram
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　ＪＡは、平成 30 年に健康つくり積極的な事業所を目指
し、職場全体で健康管理に取組む事業所として「健康企
業宣言」を宣言しており、令和５年度にはその健康を主
とした経営管理が「優良経営法人」該当するとして、令
和６年３月 11 日に健康経営優良法人 2024（中小規模法
人）に認定されました。
　その後、昨年に引き続き北農健保健保組合様より、推
薦の打診を受けて令和７年３月に健康経営優良法人 2025

（中小規模法人）に再認定されました。この様な観点から、
毎年、各職員に対しての健康維持管理を目的とした研修

会を開催しています。
　 こ の 度、11 月 13 日

（木）ＪＡ会議室におい
て、北農健保組合 秋田保健師さんを招いて、２部制にて開催時間を時間を設定し、
参加総数 24 名の出席で開催しました。
　研修内容は、心の健康と生活習慣予防と題して、①職場のコミュニケーション　
②事業所健康レポート 2024 結果　③生活習慣改善のポイントについて研修し健康
管理の重要性を再確認しました。

　11 月 26 日（水）網走市立西小学校にて、ＪＡつべつ青年部による出前授業を実施しました。西原部長、泉副部長、
田原書記長、五島理事、近藤幸那、安部勇人、の６名により「米について」の授業を行いました。
　授業は、青年部の活動内容を紹介した後、米に関する話をスライドを使用して子供たちに説明をしました。
　稲の伝来日本への伝わり方、お米のできるまでの過程やお米の 3 択クイズ形式により思考を凝らして楽しく学習
を行いました。

令和７年度 健康講話研修会を開催！

ＪＡ青年部による出前授業を実施！

　津別町玉葱振興会では、11 月 17 日（月）振興会員 11 名の出席のもと高温対策資材説明会を開催しました。
　説明会では、AGRI SMILE より近年の気候変動による農産物の収量・品質を向上させるための「バイオスティミュ
ラント」を中心とした薬剤『ルートアップ』（根張り・栄養吸収強化）『ヒートプロテクト』（高温対策）の研究開発
と栽培管理・販売支援までの事業展開及び生産現場での課題改善に向けて、特に玉葱の各生産現場における薬剤の試
験結果に基づき詳細に説明頂きました。
　令和８年の玉葱作付に向けて、会員の皆さんは熱心に説明に耳を傾け有意義な説明会となりました。

高温対策資材説明会を開催！
～食領域の社会課題解決～　生産力と持続性をもたらす !!
『気候変動対策としてのバイオスティミュラント資材』
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　11 月６日（木）15 時 30 分より本所事務所にて、当ＪＡの防火管理規程並びに予防規程に基づき消防総合訓練を
実施しました。
　この訓練は万一の災害発生に備え、適切で迅速な初期対応を身につける事で、地域や利用者の方へ安心と安全を守
る事を目的に毎年実施しています。津別消防署のご協力を頂き、今年は２階キッチンからの火災発生を想定した避難
誘導・消防署への通報を行い、職員は迅速に安全な場所に避難しました。
　津別消防署より「これから家庭でもストーブを使い始める時期になりますが、火災も多く発生しており最近ニュー
スでも多く報道されています。
　使用する前に十分な点検確認を行って使用するようお願いしますと講評を頂き訓練を終了しました。

　11 月５日（水）ＪＡつべつ青年部の協力を頂き、今年度２回目の廃プラ・
廃タイヤの回収を行いました。時間帯を分けて案内をしていましたので混雑
を避けてスムーズに回収作業が進みました。
　肥料袋やフレコン袋、農薬の空容器、サイレージ用フィルム、ミニコン、
クロスシート類、廃タイヤ等の回収は、廃プラ 88 戸 25.76 トン　廃タイヤ
18 戸 7.09 トン　合計で 106 戸・32.85 トン（前年 93 戸・26.4 トン）でした。

消防避難訓練を実施！

ＪＡ青年部協力のもと廃プラ・廃タイヤ回収作業を実施！

　ＮＯＳＡＩ北海道統括センター（越智統括理事）は、ＪＡつべつにて意見交換にる事業推進会議を開催しました。
　第１部では、稲田業務統括課長の挨拶の後、ＮＯＳＡＩより８名・ＪＡつべつより７名の出席のもと　①総務グルー
プ各種情報提供依頼について　②農業保険の概要について　説明頂きました。
　第２部では、越智統括理事の開会挨拶の後、ＮＯＳＡＩより８名・ＪＡつべつより６名の出席のもと　①令和６年
産（度）農作物・畑作物・園芸施設共済の引受及び損害評価実績について　②令和７年産麦・畑作共済引受及び転作
等状況について　③農業経営収入保険加入・保険金等支払状況について　④令和６年度・７年度家畜共済の引受及び
損害評価実績について　３年振りの開催となりましたが説明頂き、有意義な意見交換会となりました。

ＪＡつべつ事業推進会議を開催！

ＮＯＳＡＩ主催による意見交換会を実施 !!
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　津別町農協年金友の会（山田会長）は、11 月 13 日（木）～ 14 日（金）１泊２日にて、年金友の会会員 28 名の
参加により温泉保養を実施しました。
　１日目は、ホテル大平原の宴会場にて、会員皆さんの美声によるカラオケで盛り上り、楽しい時間を過ごしました。
２日目は、十勝管内の観光としてホテル大平原を出発後、音更町の「よつば工場」「柳月スイートピアガーデン」「道
の駅おとふけ」を経由し、最後に「道の駅足寄」にて休憩を取り無事に温泉保養を終えました。参加頂いた会員の皆
様、大変お疲れさまでした。

　オホーツク管内（しれとこ斜里・めまんべつ・びほろ・
こしみず・つべつ）の５ＪＡは、10 月 30 日（木）大空
町教育文化会館にて全体で 176 名の参加により「徳永ゆ
うき」歌謡ショーが開催されました。
　この歌謡ショーについては、年金友の会の活動の活性
化及び他のＪＡ年金友の会の交流を目的として５ＪＡ合
同で急遽ではありましたが開催されました。
　㈱農協観光　北見エリアセンターの企画・実施により、

「日本の孫」が届ける癒しと迫力の歌謡ショーとして盛大
に開演されました。
　歌手の「徳永ゆうき」さんは、大阪市生まれの 30 歳　
ＮＨＫ「のど自慢」グランドチャンピオン＆レコード大
賞新人賞受賞した若手の演歌歌手です。鉄道撮影の愛好
家で車掌アナウンスのものまねも得意で来場した参加者
は迫力ある歌声に魅了され、楽しいひと時を満喫しました。

ＪＡつべつ 年金友の会温泉保養！

十勝川温泉保養の旅を実施 !!

５ＪＡ年金友の会合同歌謡ショー！

「徳永ゆうき」癒しと迫力の歌謡ショーを開催 !!
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輪作体系の確立と作付計画
　次年度の作付計画を検討する時期となっています。近年異常気象の中、収量や品質への影響が見られ
る作物や、作業が順調に進まなかったものなど、今後の作付けに当たり配分を見直すことが必要です。
　秋まき小麦については既に作付け終了していることから、それ以外のほ場での作付けについて検討し
ます。できる限り輪作を基本として下さい。そうすると秋まき小麦の前作となる作物の計画が第一とな
ります。生食・加工ばれいしょ、金時、大豆など、労働環境、機械装備を考慮した計画となります。
　望ましい 4年輪作（例）
　　　　　　ばれいしょ　→　秋まき小麦　→　てんさい　→　豆類　→　ばれいしょ
　　　　　　　（根物）　　　　　（上物）　　　　　（根物）　　　（上物）　　　　（根物）
　例のように根物、上物が交互に来るように作付けすることで、根物に共通する病害等を軽減できます。
　2025年度の津別町の各作物の作付け比率は以下の通りです。

　かなり小麦が占める割合が大きいです。小麦の連作率も 50％を超えました。
　こうなるとどうしても輪作体系が取りづらくなります。小麦の前作作物も限られますのでばれいしょ
や豆類を増やすなどの工夫が必要となります。
　てん菜はそのトップ部分が畑にとって貴重な有機物資源となっています。根重が６ｔ取れるとすると
トップは４ｔ程度ありますので堆肥４ｔ施用したのと同じ有機物が畑に還元されたことになります。こ
のため、てんさいも輪作には欠かせない作物であると言えるのです。てん菜の場合移植と直播の栽培形
態がありますが、近年は、品種も変わり、直播でも密植することによって遜色のない収量が得られるよ
うになってきました（生育初期の多雨や干ばつで安定しない場面もありますが）。ご検討下さい。
　たまねぎは連作が基本となっていますが、リン酸肥沃が高いほ場で他の畑作物を栽培すると収量性も
高くなります。輪作にうまく組み込むことによって他作物の収量性アップも期待できます。

積雪期の営農について

麦類類
43%

豆類
16%

てんさい
16%

馬鈴薯
14%

たまねぎ
11%

２０２５年津別町作付割合
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施肥量や施肥方法の見直し
　世界情勢が大きく影響し、肥料が高騰、2倍近くまで価格が跳ね上がりました。現在は若干の緩和が
みれら、2022 年の 1.5 倍程度の価格に落ち着いていますが、日中関係の影響やウクライナ情勢など、
今後の動向も不透明の中、先の見えない状況です。2023 年は事業の関係もあり多くの方々が土壌分析
を実施しましたが 2024、25 年は分析点数も少なくなりました。土壌診断は毎年実施しなくてもその
圃場の傾向として捉え、結果を基に次年度の施肥体系を大きく見直す良い機会です。
　土壌のリン酸やカリは過剰ではない
ですか？ｐHは適正ですか？。更には
不足した養分は無いでしょうか？。23
年の土壌分析結果を再度確認してみて
下さい。
　既に肥料の申し込みを終えている
方々も多いと思いますが、購入した肥
料の中でさらに施肥を節減するための
検討をしてみませんか。
　ｐHは肥料養分をバランスよく作物
に吸わせるために重要な働きを持って
います。畑作の基準では 5.5 ～ 6.5 の
範囲におさまるようにタンカル等によ
る矯正が必要です。
　窒素については直接収量に結び付く
養分で単純に減らすことはできません
が、分析結果の熱水抽出性窒素の値に
よっては加減することができます。
　リン酸は土壌が吸着して作物が吸収
できない場面がありますが、分析値に
表されているリン酸は作物が吸収でき
るリン酸と考えていただければ良いと
思います。基準値を超える場合これも減肥が可能です。
　カリについてはかなりの圃場で過剰になっているのではないしょうか。ただし、加里は苦土とのバラ
ンスによって作物に吸収されるようになります。カリ過剰で苦土／カリ比が基準値に入っていない場合、
苦土を施用して作物がカリを吸収できるようにしてやることが重要です。苦土タンカルでの苦土の補給
もありますが、含有量が少ないため、苦土強化タンカルの使用をお勧めします。（苦土 30％含有）
　また、作業性もあると思いますが、全層施肥をする場合は道ガイドで示す施肥量の 3割増しとなりま
す。作条施用することでこの 3割を節減することができます。作業効率からすると全層による施肥は効
率的ですが、全層が向かない作物もあります。直根性の大豆やてん菜は作条施肥の方が肥料効率は良く
なります。側根の広がる作物は全層でも問題はありませんし、馬鈴薯のように施肥土壌を培土として盛
る作物もあまり問題ないと思いますが、施肥位置についても検討いただければと思います。
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第５回　ゲートボール大会

開 催 日：令和７年11月６日（木）
開催場所：豊永　屋内ゲートボール場

優　勝：井上チーム【井上　隆幸・土江　幸子・手賀　武一・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長尾　隆行・竹内　武二】
準優勝：柏木チーム【柏木　　茂・小野　　勇・鴇田　康史・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館野ヨシ子・幅口　悦子】
３　位：山田チーム【山田　照夫・佐藤　朝代・鍛冶　博光・北本　孝子・五島　良雄】
４　位：丸尾チーム【丸尾　　諭・佐藤　卒子・佐藤　正明・溝渕サカエ・山下　昌子】
５　位：佐野チーム【佐野　信子・細川　恵市・堂籐　　優・笠井キヨ子・奥村　照子】

第５回　囲　碁　大　会

開 催 日：令和７年11月12日（水）
開催場所：ＪＡつべつ　和室

優　勝：下川　敏章　五段格　【３勝０負】
準優勝：今井　　保　二　段　【２勝１負】
３　位：金田　義見　五　級　【２勝１負】

報
告
事
項

　

①
令
和
７
年
10
月
末
財
務
状
況
並
び
に
決
算
予
測
に
つ
い
て

　

②
余
裕
金
運
用
実
績
に
つ
い
て

　

③
組
合
員
の
異
動
状
況
に
つ
い
て

　

④
令
和
７
年
度
自
己
資
本
（
出
資
金
）
造
成
の
概
要
に
つ
い
て

　

⑤
寒
冷
地
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

　

⑥
各
常
任
委
員
会
の
顛
末
に
つ
い
て

　

⑦
令
和
６
年
産
種
子
馬
鈴
薯
の
本
精
算
に
つ
い
て

　

⑧
各
利
用
事
業
の
収
支
見
込
に
つ
い
て

　

⑨
特
定
組
合
員
の
経
営
状
況
に
に
つ
い
て

　

⑩
融
資
実
行
報
告
に
つ
い
て

　

⑪
マ
ネ
ロ
ン
リ
ス
ク
管
理
に
か
か
る
取
組
状
況
報
告
書
に
つ
い
て

　

⑫
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

⑬
各
作
物
の
状
況
及
び
生
産
者
団
体
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

　

⑭
各
課
報
告
事
項
に
つ
い
て

付
議
事
項

　

議
案
第
１
号　

年
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

　

議
案
第
２
号　

理
事
に
対
す
る
利
益
相
反
取
引
に
つ
い
て（
経
安
仮
渡
金
）

　

議
案
第
３
号　

令
和
７
年
度
農
産
物
の
概
算
払
い
基
準
に
つ
い
て

　

議
案
第
４
号　

資
産
査
定
要
領
に
基
づ
く
担
保
評
価
基
準
の
見
直
し
に
つ

　
　
　
　
　
　
　

い
て

　

議
案
第
５
号　

令
和
８
年
営
農
計
画
書
の
審
査
方
針
並
び
に
基
準
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　

て

　

議
案
第
６
号　

収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
作
成
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

①
地
区
懇
談
会
の
班
編
成
及
び
提
案
事
項
に
つ
い
て

　

②
津
別
町
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

　

③
令
和
8
月
年
度
事
業
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

④
中
期
経
営
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

⑤
３
Ｊ
Ａ
理
事
・
監
事
連
絡
協
議
会
の
合
同
開
催
に
つ
い
て

第
十十
回
理
事
会
報
告

令
和
７
年
11
月
20
日

開
催
日
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津別町農業協同組合　総務部金融共済課
TEL 0152-77-3170
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12月15日 月  2026年

16日 火 1月 1日 木 元旦

17日 水 Ｒ８計画部門別協議～22日・企画会議 2日 金

18日 木 3日 土

19日 金 総務常任委員会・職員全体会議 4日 日

20日 土 5日 月 金融店舗仕事始め

21日 日 6日 火

22日 月 営農技術懇談会
7日 水

事務所仕事始め・全体新年会

23日 火 理事会 経営会議

24日 水 役員報酬等審議会 8日 木

25日 木 9日 金

26日 金 10日 土 指定休日

27日 土 11日 日

28日 日 12日 月 成人の日

29日 月 事務所仕事納め・終礼 13日 火 部門別協議（各課・室）～15日迄

30日 火 金融店舗仕事納め 14日 水

31日 水 15日 木

1212月下旬・月下旬・11月上旬の主な行事月上旬の主な行事

14

ＪＡへの就職希望者１００%就職内定
（令和７年度実績）

令和８年度入学生第３回募集
●定員４０名　●男女共学　●１カ年　●寮完備（個室）/通学も可

●受験資格：満２７歳未満（令和７年４月１日現在）/ 大学卒及び見込、

短大・専門学校卒及び見込、高校卒及び見込

●試験日：令和８年２月１５日（日）

●願書受付：令和８年１月６日（火）～１月２３日（金）消印有効

●オープンキャンパス随時開催中

一般財団法人

北海道農業協同組合学校
〒069‐0834　江別市文京台東町43－1
☎0120－918－417

Ｊ Ａ カ レ ッ ジ

ＪＡグループ職員養成校

ＪＡカレッジ


